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(57)【要約】
　本発明の一実施形態は、人による好みの能動的および
／または受動的表現に応答して環境にいる人と対話し、
人に適応するセンティエント環境を提供する。能動的通
信は、人が通信端末を使用することによって意図的に生
成され、人が通信端末を使用することによって意図的に
生成され、通信システムによりセンティエント環境に意
図的に送信される通信である。受動的通信は、人の特徴
、および／または意図的ではなく行われてセンティエン
ト環境と通信するジェスチャに対応して生成される通信
である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環境であって、
　前記環境を変更するように制御可能な装置と、
　前記装置を制御するコンピュータシステムと、
　位置情報サービスによって前記環境にいると判定される人の好みの表示を含む前記コン
ピュータシステムへの通信を送信するように構成された前記位置情報サービスを提供する
通信システムであって、前記コンピュータシステムは前記表示を使用して前記環境を変更
するように前記装置を制御する、通信システムと
を備えた環境。
【請求項２】
　請求項１に記載の環境であって、前記通信システムが、モバイル端末を含み、前記通信
が、前記端末を使用する前記人によって意図的に作成され、送信される能動的通信を含む
、環境。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の環境であって、前記通信システムが、ジェスチャ認識
システムを含み、前記通信が、前記環境と通信するよう意図的になされたわけではないジ
ェスチャに反応して前記ジェスチャ認識システムによって生成される通信を含む、環境。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の環境であって、前記コンピュータシステムが、
前記人の好みを格納したメモリデバイスを含み、前記コンピュータシステムが、格納され
た前記好みを使用して、前記環境を変更するように前記装置を制御する、環境。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の環境であって、前記装置が、前記環境において
背景音を提供するように制御可能な音響システムおよび前記環境において様々な視覚的背
景を提供するように制御可能な映像システムのうちの少なくとも１つを含む、環境。
【請求項６】
　環境を変更する方法であって、
　位置情報サービスを使用して、前記環境における人の存在を判定するステップと、
　判定された前記存在に反応して前記人から好みを含む通信を受信するための通信チャネ
ルを有効にするステップと、
　有効にされた前記通信チャネルによって前記人から前記環境の変更のために好みを受信
するステップと、
　前記好みに対応して前記環境を変更するステップと
を含む方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記通信が、前記人によって意図的に作成され、送信
される能動的通信を含む、方法。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の方法であって、前記通信が、前記好みを通信するよう
意図的になされたわけではないジェスチャに反応してジェスチャ認識システムによって生
成される受動的通信を含む、方法。
【請求項９】
　請求項６から８のいずれか一項に記載の方法であって、前記好みが、装飾の好みを含む
、方法。
【請求項１０】
　請求項６から９のいずれか一項に記載の方法であって、前記好みが、楽曲の好みを含む
、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 2014-535082 A 2014.12.25

10

20

30

40

50

【０００１】
　[0001]本発明の実施形態は、人間の存在に反応する環境に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]今日の通信システムは、モバイル型および固定型の通信端末とそれを使用する人
々との間で様々な音声、映像、テキスト、およびデータの通信サービスの豊富なメニュー
をサポートしている。さらに今日の通信システムは、インターネットの接続および様々な
位置情報サービスをサポートしている。位置情報サービスは、人の空間的位置に対応した
情報、エンターテイメント、および／または通信手段を人に提供する。人の位置は、一般
的に、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップ、またはワークブックの
ような、人が使用し、携帯しているモバイル端末の位置から測定される。モバイル端末の
位置は、様々な無線位置技術のいずれかによって提供することができる。位置技術には、
例として、全地球測位衛星（ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓａｔｅｌｌｉｔ
ｅ、ＧＰＳ）システム、携帯電話網、および／またはＷｉ－Ｆｉなどの全地球航法衛星シ
ステム（ｇｌｏｂａｌ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　ｓｙｓｔｅｍ）に
より用いられるものが含まれ、これらは自動的である、および／または人がチェックイン
手続きを行う必要がある場合がある。
【０００３】
　[0003]通信システムによって提供されるサービスは、ツイート、ショートメッセージサ
ービス（ＳＭＳ）のテキスト送信、様々な形式のソーシャルネットワーキング、および大
規模な政治的組織のような、新たに出現した新しい通信および文化行為様式を生み出した
。ビジネスがサービスを採用し、その販売を支援し、促進するように構成してきた。今日
では、通信ネットワークによって提供されるサービスを使用して、ソーシャルネットワー
クの友人とファッションについて相談しながらインターネットを介してファッションの買
い物をすることができ、位置情報サービスを使用して、買い物をする店舗でチェックイン
することによって、買い物に対して報酬および値引きを獲得することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　[0004]本発明の一実施形態は、以下では「センティエント（ｓｅｎｔｉｅｎｔ；認識す
る）環境」と呼ぶ、ある環境にいる人によって生成される能動的通信および／または受動
的通信に反応して、この人と対話し、この人に適応する環境を提供することに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　能動的通信とは、通信端末を使用する人によって意図的に生成され、通信システムによ
ってセンティエント環境に意図的に送信される通信である。受動的通信とは、センティエ
ント環境と通信するために意図的に行われるものではないが、センティエント環境に備え
られた、もしくは接続された、ジェスチャ認識システムのような適切な検知システムによ
って検知される人の特徴、および／またはジェスチャに対応して生成される通信である。
環境は、人が生成する能動的通信および／または受動的通信に反応して人の存在に適応す
るように装備されたいかなる環境とすることもでき、例えばレストラン、小売店、または
ショッピングモールとすることができる。
【０００６】
　[0005]本発明の一実施形態では、センティエント環境は、無線通信システムに接続され
、人とセンティエント環境との間の通信をサポートすることに加えて、人に位置情報サー
ビスを提供する。位置情報サービスは、環境における人の存在を判定し、人が環境に存在
すると判定されたことに反応して、人が様々な活動に参加し、様々なサービスを受けるこ
とができるように動作する。
【０００７】
　[0006]センティエント環境は、人の存在に環境を適合させるために、人から通信システ
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ムを介して受信された能動的通信および受動的通信に反応して、ビデオ、および／または
オーディオ機器のような周辺機器を制御するためのコンピュータシステムを備える。無線
通信システムは、例として、携帯電話網、および／またはインターネット、および／また
は様々な無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）のいずれかを含むことができる。
オプションで、無線通信システムは、人が行うジェスチャを検知し、処理するように動作
可能なジェスチャ認識システムを含む。ジェスチャ認識システムは、ジェスチャに基づい
た情報を、センティエント環境のコンピュータシステムに送信する。
【０００８】
　[0007]能動的通信は、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、パーソナルコンピュ
ータ、および／またはタブレットコンピュータのような、様々なモバイル端末のいずれか
を使用して人によって作成されたテキストメッセージまたは音声メッセージとすることが
でき、人は通信システムを介してセンティエント環境にこれらを送信する。例えば、セン
ティエント環境として動作するように装備されたレストラン、すなわち「センティエント
レストラン」に入ると、人は、レストランに対してスマートフォンを使用して意図的な「
能動的通信」を生成し、送信することによって、レストランの背景音楽、および／または
装飾を選ぶこと、またはこれらに影響を与えることができる場合がある。オプションで、
能動的通信は、レストランによってスマートフォンに送信されるドロップダウンメニュー
への応答を含む。能動的通信は、通信システムに備えられたジェスチャ認識システムによ
ってセンティエント環境と対話するために人が意図的に行うジェスチャである場合もある
。
【０００９】
　[0008]受動的通信は、手の動き、歩き方、および／または表情のような、意図的ではな
く行われてレストランと通信する人のボディーランゲージの特徴に反応するジェスチャ認
識システムによって生成される通信とすることができる。受動的通信は、ジェスチャ認識
システムが人の顔を認識することに反応して人を識別する、すなわち「ＩＤする」通信で
ある場合もある。例えば、センティエントスポーツ衣料品店のようなセンティエント環境
に備えられたジェスチャ認識システムは、入店中の人がテニスの服装をした笑顔の若い女
性であることを判定することができ、オプションでこの人を再来店の顧客としてＩＤする
ことができる。それに応じて環境は、場合によっては、女性に好まれることが知られる適
切なライトモチーフの背景音楽を添えて、女性のテニスの試合を環境のウォールビデオに
表示することができる。
【００１０】
　[0009]本発明の一実施形態では、センティエント環境のコンピュータシステムは、少な
くとも１つのメモリデバイスを備え、この中にシステムは、環境と対話する人々の概略を
示す履歴データを含む個人ファイルを格納する。ある人の個人履歴データは、その人の好
き嫌いを示すデータと、環境との対話における人の満足感を高めるように環境自体を調整
しようと試みる際に環境によって行われる調整への反応とを含むことができる。コンピュ
ータシステムはオプションで、センティエント環境に入る人によって生成された能動的通
信および受動的通信への応答を、その人の個人情報ファイルに対応して生成する。
【００１１】
　[0010]特に明記しない限り説明においては、本発明の実施形態の１つまたは複数の特徴
の条件または関係の特性を変更する「実質的に」および「およそ」のような形容詞は、そ
の条件または特性が、意図される用途の実施形態の動作に容認できる許容範囲内で定義さ
れることを意味するように理解される。
【００１２】
　[0011]この節により、以下の発明を実施するための形態でさらに説明する概念の抜粋を
簡略化して紹介している。この節は、特許請求の範囲に記載する対象物の主要な特徴また
は本質的特徴を特定することを目的としておらず、さらに特許請求の範囲に記載する対象
物の範囲を限定するように使用されることを目的としていない。
【００１３】
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　[0012]本発明の実施形態の非限定的な例について、この節に続いて列挙する添付の図を
参照して以下に説明する。２つ以上の図に表示される同一の構造、要素、または部分は、
これらが表示される図すべてにおいて一般的に同じ数字を付けている。図中に示す構成要
素および特徴の寸法は、提示の便宜上および提示を明瞭にするために選択しており、必ず
しも比例尺で示していない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に従って動作するレストランとして構成された、センティエ
ント環境の一部を概略的に示す図である。
【図２Ａ】図１に示すセンティエントレストランの利用客との能動的通信を示す概略的ワ
イヤフレームの図である。
【図２Ｂ】図１に示すセンティエントレストランの利用客との能動的通信を示す概略的ワ
イヤフレームの図である。
【図２Ｃ】図１に示すセンティエントレストランの利用客との能動的通信を示す概略的ワ
イヤフレームの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0015]次の詳細な説明において、レストランで座っている食事客およびレストランに入
店中の食事客と対話するセンティエントレストランを概略的に示す図１を参照して、セン
ティエント環境の態様を説明する。座っている食事客は、本発明の一実施形態に従って、
食事客が座っているレストランのエリアが食事客の趣味に適合されているところを示して
いる。入店中の食事客は、能動的通信および受動的通信を生成しているところを示してお
り、これらの通信はレストランに送信されて、この食事客が座ることになるレストランの
エリアを、食事客の趣味に合わせて調整する際に使用される。入店中の食事客の１人は、
レストランへの能動的通信を生成して送信するために、スマートフォンを使用している。
図２Ａから２Ｃに示す一連のワイヤフレームは、食事客とレストランとの間の通信の交換
中にレストランが食事客のスマートフォン上に生成する表示を概略的に表す。レストラン
に入店中の別の食事客は、レストランに送信される受動的通信を生成している。レストラ
ンの環境を食事客の趣味に適合させるために受動的通信が使用されてレストランと対話す
るプロセスについて、受動的通信を生成している食事客を参照して説明する。
【００１６】
　[0016]図１に示すセンティエントレストランのような、センティエント環境によって、
またはセンティエント環境に対して、またはセンティエント環境から作成されると説明す
る通信は、環境に送信される通信への応答を処理し、生成する環境のコンピュータシステ
ムによる、または環境のコンピュータシステムに対する、または環境のコンピュータシス
テムからの通信を示すように理解されることに注意されたい。同様に、背景装飾を調整す
るなどの行為を行うと環境を記述する文言は、当然ながら、この行為を引き受ける、制御
する、および／または開始するコンピュータシステムを意味すると理解される。
【００１７】
　[0017]図１は、入口の間２１と、提示の便宜上その一部を部分的に切り取って示した複
数のダイニングブース３１、３２、３３、および３４とを備えたセンティエントレストラ
ン２０を概略的に示す。各ブースは、ブースを使用する１人または複数の食事客の好みに
ダイニングブースを適合させるためにコンピュータシステム４０によって制御可能な環境
制御装置を有する。入口の間２１は、オプションでＷｉ－Ｆｉホットスポット２２、およ
び／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈトランシーバ２３、およびオプションで食事客にビジュア
ルコンテンツを提示するためのビデオ画面２４、２５、および２６を備える。
【００１８】
　[0018]本発明の一実施形態では、センティエントレストラン２０は、例として、レスト
ランの利用客がレストランに入るとき利用客を撮影するための、入口の間２１に設置され
た３台のカメラ５１と、画像を処理し、ジェスチャを特定するための適切なコンピュータ
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実行可能命令セットとを備えたジェスチャ認識システム５０を有する。オプションでコン
ピュータシステム４０は、コンピュータシステム中の破線の正方形５２で表すジェスチャ
認識命令セットでプログラムされる。コンピュータシステム４０は、レストランの敷地内
に置かれたシステムとして概略的に示しているが、コンピュータシステムは、構成要素お
よび実行可能プログラムコードを異なるサーバに置く分散型システムとすることができ、
部分的にまたは完全にインターネットを介したサーバへのアクセスに基づく、すなわち部
分的にまたは完全に「クラウドベース」である場合がある。
【００１９】
　[0019]本発明の一実施形態では、各ブース３１～３４の環境制御装置は、オプションで
ブースにビジュアルコンテンツおよび／または装飾を提供するように制御可能である４つ
の隣接するビデオ画面３７を有するビデオウォール３６と、音響システムとを備える。ブ
ースの音響システムは、オプションでブースのビデオウォール３６の上端に配置されるス
ピーカ３８によって表現される。スピーカ３８およびブース３１～３４は、防音材料およ
び／または音声キャンセル方法のような様々な方法および／または装置のいずれかを使用
して、所与のブース３１～３４のスピーカ３８によって送信される音声をブースの空間体
積内に実質的に含むように構成される。オプションで、各ブース３１～３４は、ブースに
座っている食事客を撮影するための、一対のカメラ３９を備え、各ブースの図にはそのう
ちの１つだけを示す。オプションで、カメラ３９は、ジェスチャ認識システム５０に接続
され、処理およびジェスチャの識別のために食事客の画像をシステムに送信する。
【００２０】
　[0020]例として、図１には、ブース３４に女性１００が座り、ブース３２にカップル１
１０が座り、食事客１２０および１３０がレストランに入っているところの、センティエ
ントレストラン２０を示している。塞がったブース３２および３４は、本発明の一実施形
態に従って、センティエントレストラン２０によって、ブースに座っている食事客の好み
に適合されている。
【００２１】
　[0021]ブース３４に座っている女性については、女性の１人が、ＧＰＳ、ＷｉＦｉ、お
よび／またはブルートゥースのような様々な技術のいずれかに対応の、位置情報サービス
アプリケーションを、女性がセンティエントレストラン２０に入ったとき、女性のスマー
トフォン（図示せず）でアクティブに実行していた。レストランに入ると、位置情報サー
ビスは、コンピュータシステム４０への位置の適切な通信によって、女性がレストランに
いることをレストランに知らせた。女性がいることに反応して、センティエントレストラ
ン、すなわちコンピュータシステム４０は、オプションでＳＭＳを女性のスマートフォン
に送信し、女性達１００が座ることになるブース用の装飾および背景音楽の選択を提供す
るレストランのモバイルインターネットサイト上のメニューにアクセスするよう求める。
【００２２】
　[0022]この女性達は、熱狂的なサーファーであり、スマートフォンを持つ女性が、メニ
ューにアクセスして利用することによって応答し、能動的通信をレストランに送信して、
女性達が海辺の景色および適切な背景音声を望むことを示した。これに応じて、レストラ
ンのホステス（図示せず）が、女性達をブース３４に座らせ、コンピュータシステム４０
が、オプションで静止の、サーフィンパノラマをビデオウォールに表示し、ブースのスピ
ーカ３８によって提供される海岸に打ち寄せる波の柔らかい音を添えて、このブースのビ
デオウォール３６を構成した。
【００２３】
　[0023]上記の説明では、センティエントレストランの機能へのアクセス、すなわち背景
の装飾および音楽の選択は、ＳＭＳによって女性達に利用可能にされるが、本発明の実施
形態は、機能をＳＭＳにより利用可能にすることに限定されない。例えば、センティエン
ト環境によって人に提供される機能は、人がその環境に入って、そこにいると認識される
と、人のモバイル端末上に自動的に「出現する（ｓｕｒｆａｃｅ）」ことが可能である。
自動的な出現は、環境に人がいることによって起動される適応アプリケーションによって
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提供することができる。この機能はまた、センティエント環境に備えられた、適切な音声
および／またはビデオインタフェース、例えばセンティエントレストラン２０のビデオ画
面２４、２５、または２６上で、提供されるおよび／または通知されることが可能である
。
【００２４】
　[0024]ブース３２に座っているカップル１１０は、ブースに座った後、タブレットコン
ピュータ１１１を操作して、Ｗｉ－Ｆｉホットスポット２２によってセンティエントレス
トラン２０と能動的に通信し、レストランによってタブレットコンピュータに送信された
メニューに応えて背景の装飾に自然の風景をリクエストした。センティエントレストラン
２０は、ビバルディの協奏曲「四季」からの音楽と併せて、ビデオウォール３６に自然の
風景のスライドショーを上映することによって応じた。ブース３２のカメラ３９がカップ
ルを撮影し、画像は、ジェスチャ認識システム５０によって処理された。ジェスチャ認識
システムは、オプションで、ビデオウォール３６に提示される様々な自然の風景と関連し
てカップル１１０が示す注視回数に応じて、カップル１１０には夏の自然の風景が好まれ
るようであると判定した。したがってコンピュータシステム４０が、スライドショーを夏
の風景に偏らせた。夏の風景を好むことを示した、ジェスチャ認識システム５０が取得し
て処理するカップル１１０の画像によって伝えられる情報は、受動的通信の一例である。
【００２５】
　[0025]食事客１２０は、スマートフォン１２１で位置情報チェックインサービスを起動
したビジネスマンであり、サービスを利用して、センティエントレストラン２０でチェッ
クインした。図２Ａ～２Ｃは、ビジネスマン１２０がレストランでチェックインした後に
、センティエントレストラン２０によってスマートフォン１２１に提示される一連のワイ
ヤフレームを示す。ワイヤフレームは、ビジネスマンがブース環境の好みをレストランに
知らせるための、ビジネスマンのレストランとの対話を概略的に示す。
【００２６】
　[0026]図２Ａは、ビジネスマン１２０がセンティエントレストラン２０でチェックイン
したことを示すために使用したスマートフォン１２１上のチェックイン表示の概略ワイヤ
フレーム２００を示す。ビジネスマンは、ワイヤフレーム２００中のラジオボタン２０１
を選択して、彼がレストランにいることをソーシャルネットワーク２に公開している。ビ
ジネスマンはまた、「昼食で外出中」で、だからおそらく邪魔されたくないというメッセ
ージと共に友人に通知するために、ワイヤフレーム上のステータスメッセージのラジオボ
タン２０２にチェックマークを入れている。
【００２７】
　[0027]チェックインすることに反応して、センティエントレストラン２０は、ビジネス
マン１２０が座ることになるブースの映像背景を選択するための、図２Ｂに示す概略ワイ
ヤフレーム２１０が表すメニューをビジネスマン１２０に送信する。ビジネスマンは、精
力的であったがうまくいった営業会議から移ってきたばかりで、興奮し、活気に満ちてい
るところである。ビジネスマンは、ワイヤフレーム２１０に示すラジオボタン２１１を選
んで、ニューヨークのタイムズスクエアを通過している歩行者と車の往来の動的なビデオ
を示す「タイムズスクエアライブ」風景を選択する。映像背景を選択した後、センティエ
ントレストラン２０は、図２Ｃに示すワイヤフレーム２２０が表す音声背景メニューをス
マートフォン１２１に送信して、ビジネスマン１２０に音声背景の選択を提供する。ビジ
ネスマンは、ワイヤフレームに示すラジオボタン２２１を選んで、ジャズ音声プレイビル
を選択して、「タイムズスクエアライブ」の映像背景に添える。
【００２８】
　[0028]ビジネスマン１２０によって行われた選択を受信すると、（図１）コンピュータ
システム４０は、ビデオウォール３６が「タイムズスクエアライブ」を表示し、スピーカ
３８がジャズプレイビルを再生する、このビジネスマンのためのブース３１を用意する。
コンピュータシステムは、ビデオ画面２４にオプションで画像１２４を表示し、ビジネス
マンに引き立てを感謝し、ホストが席に案内するのを待つよう求める。
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【００２９】
　[0029]食事客１３０は、センティエントレストラン２０の常連客である若い女性であり
、この女性に対してレストランのコンピュータシステム４０は、レストランへの女性の過
去の来店から、女性の好みの個人プロファイルを蓄積し、格納している。この女性は、レ
ストランにチェックインするための位置情報サービスを起動していないが、女性がレスト
ランに入ると、ジェスチャ認識システム５０に備えられたカメラ５１が女性の画像を取得
し、画像をコンピュータシステム４０に送信する。コンピュータシステムは、画像を処理
し、画像中の顔の特徴および個人プロファイルに対応して女性を識別し、ビデオ画面２５
に挨拶と共に名前を表示して女性を歓迎する。
【００３０】
　[0030]女性の個人プロファイルを参照すると、コンピュータシステムは、ブースのビデ
オウォール３６に女性のお気に入りの映像背景（図示せず）を表示し、女性のお気に入り
の背景音楽を再生する、女性のためのブースを用意する。女性の個人プロファイルから、
女性がデザートにはペカンパイおよびバニラアイスクリームを好むと判定すると、コンピ
ュータシステム４０は、オプションで、女性がいずれ座ることになるブースのビデオウォ
ールディスプレイに、ランチを注文するとペカンパイおよびバニラアイスクリームのデザ
ートが無料で提供されるという通知を含める。本発明の一実施形態では、コンピュータシ
ステム４０は、女性のモバイル端末、例えばスマートフォン、タブレット、またはラップ
トップと対話することができ、デバイスに女性の既知の嗜好に合わせて、オプションで女
性の好みの言語でカスタマイズされたメニューを表示させる。
【００３１】
　[0031]センティエントレストラン２０は、小さい食事エリア、すなわちブース３１～３
４を様々に調整して、様々な利用客の様々な嗜好に同時に適応するように構成されるが、
センティエント環境は当然ながら、環境にいるすべての人に同じ環境を提供することも可
能であることに注意されたい。個々の好みに配慮するために、環境にいる人々の好みに従
って環境を逐次変更して、環境を好みに適合させる。
【００３２】
　[0032]例えば、小売店が、顧客のリクエストした音楽を再生するように店のコンピュー
タシステムによって制御される店全体の「ジュークボックス」音響システムを組み込んだ
センティエント環境として動作すると仮定する。顧客が店に入ると、顧客は、携帯電話、
ＰＤＡ、またはノートブックのような顧客のモバイル通信端末で店にチェックインして、
顧客の存在を店に通知することができる。通知されると店は、オプションで、これまでに
顧客によってリクエストされ、再生にプログラムされている音楽のプレイリストの現在の
状態を示す表示をモバイル端末に送信する。表示は、入店中の顧客が、顧客の好きな音楽
をプレイリストに追加できるようにするメニューを提供する。オプションで、顧客が優先
顧客である場合、顧客の気に入っている音楽を、順番を狂わせて、すなわち他の顧客によ
ってすでに選択され再生されている音楽の前に、再生させることができる。
【００３３】
　[0033]一実施形態では、店内の顧客は、プレイリストを選択または変更する際に、集合
的に操作することができる。例えば、店は、プレイリストの歌の位置を変更するために顧
客が投票できるようにすることができる。顧客は、自分がどのように投票したか、および
／または自分の音楽の好みを他の顧客に見せるようにすることができる場合がある。顧客
は、ジュークボックスのプレイリストを操作している他の顧客、および／または特定の歌
に投票した顧客とチャットするおよび／またはメッセージを送信することができる場合が
ある。本発明の一実施形態では店は、似たような音楽の興味を有する顧客を互いに推薦す
るおよび／または紹介することができる。店は、顧客のモバイル端末にリアルタイムの、
店内の他の顧客の店内位置情報を提供して、出会いに関心を持っている顧客同士が出会え
るようにすることができる。
【００３４】
　[0034]一実施形態では店は、店が利用できるようにする、および／または店もしくは店



(9) JP 2014-535082 A 2014.12.25

10

20

30

内の他の顧客との対話に利用することができる、様々な恩恵と引き換えることができるポ
イントを顧客に発行することができる。例として、ポイントを消費してプレイリストに歌
を追加する、および／または歌が再生される順番を操作するように、ポイントを使用する
ことができる。歌は、ポイントで均一に値付けすることができる、または、一部の歌を他
の歌より高くし、異なる「値札（ｐｒｉｃｅ　ｔａｇ）」を有することができる。オプシ
ョンで、ポイントは、店舗内にいる間に顧客が行った買い物、および／または顧客が参加
した活動に対応して顧客に与えられる。例えば、顧客は、店内にいる間に店に友人を招待
し、連れてくることに成功した場合、ポイントのボーナスを与えられることがある。与え
られたポイントは、来店する度に蓄積されるものとする、ならびに／あるいは店舗内およ
び／または外において店の顧客間で交換できるものとすることができる。
【００３５】
　[0035]店ごとに、当然ながら、ジュークボックスのプレイリストおよびオプションを様
々に構成し、管理することができる。所与の店の管理は、歌のうち、例えばカントリーウ
ェスタン、ヒップホップ、またはクラシックのような、特定のジャンルのみを利用できる
ようにして、店の雰囲気にふさわしいプレイリストにすることができる。店は、プレイリ
ストにされた曲の演奏を、ミュージシャン、作曲家、および／または歌手のゲスト出演と
調整して、店を宣伝することができる。
【００３６】
　[0036]センティエントレストランの上記の説明では、背景装飾および音声のみが、レス
トランにおける人の存在に適合されるとして示したが、センティエント環境は、人の存在
に装飾および音声のみを適合させることに限定されないことに、さらに注意されたい。例
えば、センティエント環境は、環境のある領域の温度または湿度を人の好みに適合させる
ための空調制御システムを含むことができる。別の例として、センティエント環境は、環
境を人の好みまたは必要に合わせて調節するために周辺光の強度を適合させる照明システ
ムを含むことができる。
【００３７】
　[0037]本出願の説明および特許請求の範囲において、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」
、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、および「有する（ｈａｖｅ）」という動詞のそれぞれ、
ならびにその同根語は、その動詞の１つまたは複数の目的語が、必ずしもその動詞の１つ
または複数の主語の構成要素、要素、または部分を完全に列挙するものであるとは限らな
いことを示すように使用される。
【００３８】
　[0038]本出願における本発明の諸実施形態の説明は、例として行っており、本発明の範
囲を限定するものではない。記載する諸実施形態は、様々な特徴を含むが、そのすべてが
本発明のすべての実施形態に必要とされるとは限らない。一部の実施形態は、特徴の一部
のみ、または特徴の可能な組合せを使用する。記載する本発明の諸実施形態の変形、およ
び記載する実施形態に記した特徴の異なる組合せを含む本発明の実施形態は、当業者に思
い付かれるであろう。本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲によってのみ限定される。
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